
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
□ 平成２５年度青森県商工会連合会通常総会（P.1） 
□ 平成２５年度青森県商工会青年部連合会通常総会（P.2） 
□ 平成２５年度青森県商工会女性部連合会通常総会（P.3） 
□ 青森県商工会連合会新任事務局長（P.4） 
□ 商工会だより～横浜町商工会～（P.4） 
□ わがまちの元気な企業再発見～㈲割烹 白山～（P.5） 
□ 地域商工業の資質向上をお手伝いします（P.6） 
□ 平成２５年度広域振興等活性化事業のお知らせ（P.7） 
□ 青森県商工会連合会新採用職員の紹介（P.8） 

発行：青森県商工会連合会／編集：広報編集グループ 

〒030-0801 青森県青森市新町 2-8-26 青森県火災共済ビル５F 

TEL・017-734-3394（代表）FAX・017-773-7249 

【【岩岩木木山山麓麓    
～～世世界界一一のの桜桜並並木木～～】】  

  
岩岩木木山山百百沢沢地地区区かからら常常盤盤

野野県県道道沿沿いいのの全全長長約約 2200ｋｋｍｍ

のの「「オオオオヤヤママザザククララ」」のの並並木木

でですす。。  

昭昭和和 6600 年年当当時時、、旧旧岩岩木木町町

がが「「三三ヶヶ村村（（岩岩木木村村・・大大浦浦村村・・

駒駒越越村村））合合併併 3300 周周年年」」のの記記

念念事事業業のの一一つつととししてて地地域域住住

民民ボボラランンテティィアア約約 330000 人人がが

「「オオオオヤヤママザザククララ」」のの苗苗木木をを

約約 66ｋｋｍｍにに 11,,000000本本ほほどどのの植植

樹樹をを行行っったた事事かからら始始ままりり、、

「「世世界界一一長長いい桜桜並並木木をを目目指指

せせ」」ををキキャャッッチチフフレレーーズズににそそ

のの後後もも植植樹樹がが継継続続さされれ、、現現在在

はは約約 2200ｋｋｍｍ、、約約 66,,550000 本本にに

もも及及ぶぶ「「世世界界一一のの桜桜並並木木」」とと

ななっったたののでですす。。  

現現在在のの知知名名度度をを得得るるままでで

ににはは、、地地元元岩岩木木山山観観光光協協会会のの

活活動動やや地地域域をを愛愛すするる住住民民のの

熱熱意意がが込込めめらられれてておおりり、、ここれれ

ここそそがが「「地地域域ココミミュュニニテティィ事事

業業」」でであありり、、「「地地域域力力」」のの新新

たたなな可可能能性性をを大大いいにに感感じじるる

ののでですす。。  

((写写真真提提供供::岩岩木木山山観観光光協協会会))  

  

今月の一枚 

岩木山 

「世界一の桜並木」 
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全
議
案
原
案
ど
お
り
承
認 

                              

           

開
会
挨
拶
で
、
今
県
連
会
長
は
内
閣

府
と
県
内
経
済
団
体
と
の
懇
談
会
に
お

い
て
震
災
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て
強
く
要
望
を
行
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

平
成
二
十
四
年
度
は
、
商
工
会
単
位
で

非
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ブ
ロ

ッ
ク
毎
の
経
営
支
援
推
進
連
絡
会
議
を

実
施
し
今
後
の
支
援
体
制
の
構
築
を
図

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
次
世
代
事
業
者
を

育
成
す
る
た
め
後
継
者
塾
や
創
業
塾
を

開
催
し
た
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
研
修
や
、
経

営
指
導
員
に
よ
る
「
経
営
指
導
員
事
例

研
究
・
発
表
会
」
を
通
じ
経
営
課
題
へ

の
支
援
事
例
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
図
り
、

職
員
の
資
質
向
上
に
も
努
め
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
功
労

者
と
共
済
事
業
優
良
商
工
会
へ
の
表
彰

状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

通
常
総
会
で
は
、
大
鰐
町
商
工
会
の

宮
腰
会
長
を
議
長
に
選
任
し
て
議
事
が

進
め
ら
れ
、「
第
一
号
議
案 

平
成
二
十

四
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算

書
承
認
の
件
」「
第
二
号
議
案 

平
成
二

十
四
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
報
告
書

並
び
に
特
別
会
計
損
益
計
算
書
承
認
の

件
」「
第
三
号
議
案 

借
入
金
最
高
限
度

額
決
定
の
件
」
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。「
第
四
号
議
案 

役
員
補
充
選
任

の
件
」
で
は
、
定
款
の
規
定
に
よ
り
青

年
部
連
合
会
の
新
会
長
の
東
條
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
県
関
係
者
や
各
関
係
機
関
か
ら
多

く
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

 

  

【 

役
員
功
労
者 

】 
蓬
田
村 

 
 

吉
田 

修
（
理 

事
） 

西
目
屋
村 

 

桑
田
定
信
（
理 

 

事
） 

 
 
 
 

 
 

 

坂
田
健
栄
（
理 

 

事
） 

青
森
市
浪
岡 

 
 

小
倉
尚
裕
（
理 

事
） 

 
 

 
奈
良
岡
敏
典
（
理
事
） 

 
 

 
 

三
上
恵
美
子
（
理
事
） 

 
 

 

伊
藤
彰
紘
（
理 

事
） 

 
 

雪
田
廣
志
（
監 

事
） 

工
藤
修
一
（
監 

事
） 

市
浦 

 
 

 

工
藤
伍
郎
（
理 

 

事
） 

 
 

 

三
和
弘
二
（
監 

事
） 

三
沢
市 

 
 

相
場 

博
（
理 

事
） 

 
 

 

古
間
木
勝
弘
（
専
務
理
事
） 

六
ヶ
所
村 

 

葛
西
徹
也
（
監 

事
） 

五
戸
町 

 
 

小
泉
直
人
（
理 

事
） 

南
郷 

 
 

 

西 

清
貴
（
副
会
長
） 

松
石
芳
松
（
理 

 

事
） 

 
 

 
 

 
 

石
屋
俊
夫
（
理 

 

事
） 

 
 

 
 

 
 

中
村
隆
男
（
理 

 

事
） 

【 

青
年
部
功
労
者 

】 

市
浦 

 
 

 

三
和
弘
樹
（
監
査
委
員
） 

   

【 

商
工
貯
蓄
共
済 

】 

・
純
増
加
入
口
数
部
門 

○ 

大
畑
町
商
工
会 

○ 

天
間
林
村
商
工
会 

○ 

三
戸
町
商
工
会 

・
純
増
加
入
率
部
門 

○ 

田
舎
館
村
商
工
会 

○ 

市
浦
商
工
会 

○ 

東
通
村
商
工
会 

【 

医
療
保
障
特
約
型
部
門 

】 

○ 

南
部
町
商
工
会 

○ 

平
内
町
商
工
会 

○ 

田
舎
館
村
商
工
会 

【 

福
祉
共
済
部
門 

】 

○ 

つ
が
る
市
商
工
会 

○ 

西
目
屋
村
商
工
会 

○ 

三
沢
市
商
工
会 

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
三
日
、
青
森
市
の
国
際
ホ
テ
ル
五
階
「
芙
蓉
の
間
」

に
お
い
て
平
成
二
十
五
年
度
青
森
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全

四
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。 

役
員
補
充
選
任
で
は
、
新
た
な
青
年
部
連
合
会
長
と
な
っ
た
東
條
一
彦
氏
（
鰺

ヶ
沢
町
）
を
選
任
し
ま
し
た
。 

 

今会長の開会挨拶  

県県
連連
会会
長長
表表
彰彰
被被
表表
彰彰
者者
御御
芳芳
名名  

商商
工工
貯貯
蓄蓄
共共
済済
事事
業業
感感
謝謝
状状
贈贈
呈呈
商商
工工
会会  
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五
月
七
日
、
青
森
市
「
ア
ラ
ス
カ
会
館
」 

に
お
い
て
四
十
二
名
の
出
席
に
よ
り
青

森
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
開
催
前
に
退
任
す
る
商
工
会
青

年
部
長
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
退

任
者
二
十
八
名
を
代
表
し
平
川
市
商
工

会
青
年
部
の
葛
西
康
人
氏
に
濱
谷
会
長

よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
司
会
者
よ
り
新
任
青
年
部
長
の

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。 

青
森
県
商
工
会
連
合
会
の
今
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
引
き
続
き
濱
谷
会
長

の
挨
拶
の
後
、
荒
関
利
康
部
長(

金
木)

が
議
長
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て
他
、
全
三
議
案
が
原
案
通
り
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

第
三
号
議
案
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
執
行
部
案
に
よ
り
、
新
会

長
に
「
東
條
一
彦
氏
」
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
新
役
員
は
左

記
の
通
り
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
に

は
三
村
申
吾
知
事(

代
理
出
席 

佐
々
木

副
知
事)

を
は
じ
め
と
す
る
各
機
関
か

ら
多
く
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
年
度
の
活
動
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
広
域
連
携
委
託
事
業
を
実
施
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。  

 

役職名 氏 名 商工会名 

会 長 東條 一彦 鰺ヶ沢町 

副会長 岡田 大作 三戸町 

副会長 加藤 一史 平内町 

副会長 成田 貴樹 岩木山 

理 事 本郷 康二 今別町 

理 事 太田 正史 鰺ヶ沢町 

理 事 鈴木 大樹 つがる市 

理 事 山田 純爾 青森市浪岡 

理 事 鳥井 一生 田舎館村 

理 事 大川 敏広 中泊町 

理 事 宮沢 一史 七戸町 

理 事 久 保  大 上北町 

理 事 北舘 貴之 風間浦村 

理 事 中西 則仁 東通村 

理 事 山道 一成 階上町 

理 事 小島 丈治 田子町 

監 事 木 村  仁 市浦 

監 事 植竹 大剛 野辺地町 

総会の様子  

東條新会長（左）、濱谷前会長（右）

会長バッジの交換  

新青年部役員名簿  
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五
月
九
日
、
青
森
市
青
森
国
際
ホ
テ

ル
「
萬
葉
の
間
」
に
お
い
て
通
常
総
会

が
四
十
二
名
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
長
年
、
女
性
部
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。 

中
美
久
里
子
会
長
は
、
部
員
と
財
源

を
確
保
す
る
た
め
の
「
組
織
基
盤
の
強

化
」
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
活
性
化

を
考
慮
し
た
「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

事
業
の
推
進
」
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
「
部
員
の
資
質
向
上
」

を
重
点
的
基
本
項
目
と
し
て
、
事
業
を

実
施
す
る
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

  

 
 

議
案
本
審
議
は
本
間
千
佳
子
部
長

（
む
つ
市
川
内
町
）
が
議
長
と
な
り
、

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に

収
支
決
算
書
承
認
の
他
、
全
三
議
案
を

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
中
美
久
里
子
氏(

東
北

町)

を
会
長
に
再
任
し
、
他
新
役
員
は
下

記
の
通
り
新(

再)

任
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

佐
々
木
郁
夫
副
知
事
を
は
じ
め
各
関
係

機
関
か
ら
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

り
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

            

 

 

 

広
域
連
携
委
託
事
業
は
商
工
会
地
域

の
食
と
観
光
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化

対
策
と
部
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
度
は
平
成
二
十
三
年
度
の

調
査
研
究
結
果
を
も
と
に
“
お
も
て
な

し
事
業
”
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
よ
り
効
果

的
な
商
工
会
地
域
へ
の
観
光
客
と
回
遊

対
策
、
部
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
が
る

事
業
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

 

商工会名  
退任女性部長  

(感謝状贈呈者) 

鰺ヶ沢町 杉澤 むつ子 

平川市 佐藤 成子 

三沢市 仲條 とき 

東通村 三浦 美枝子 

五戸町 木村 晃子 

役職名 氏 名 商工会名 
会 長 中美 久里子 東北町 

副会長 秋元 洋子 金木 

副会長 塩崎 かつ 青森市浪岡 

副会長 橋本 礼子 田子町 

理 事 山本 晴子 大鰐町 

理 事 工藤 凉子 板柳町 

理 事 松尾 和子 三戸町 

理 事 田澤 よし子 藤崎町 

理 事 松本 洋子 七戸町 

理 事 大場 和子 おいらせ町 

理 事 西村 トシ子 階上町 

理 事 宮本 千恵子 深浦町 

理 事 浜谷 桂子 外ヶ浜町 

理 事 古川 壽子 大間町 

理 事 町屋 秀子 天間林村 

理 事 木村 栄子 大畑町 

理 事 須藤 良子 田舎館村 

理 事 宮本 弘子 鶴田町 

監 事 津嶋 惠美子 平内町 

監 事 葛西 和子 鰺ヶ沢町 

監 事 川端 かつ子 東通村 総会の様子(上)と役員一覧(右) 

挨拶をする中美会長  
 

退任女性部長（感謝状贈呈者） 
一覧  
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商
工
会
の
旬
の
話
題
を
提
供
し
ま
す 

 

「
菜
の
花
の
ま
ち 

横
浜
町
」 

「
菜
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

よ
こ
は
ま
」 

横浜町 

商工会 

観光客で賑わう特産品等の販売ブース 

 
菜の花マラソン 

 
着
任
あ
い
さ
つ 

  
 

 
 

 
 

 

県
商
工
会
連
合
会�

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長�

 
 

 
 

 
 

 
 

 

馬
場 

敏
幸 

  

商
工
会
員
の
皆
様
、
職
員
の
皆
様
、

こ
ん
に
ち
は
。 

 

私
は
「
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
以
前
の
勤
務
先
で
外
国
人
の

考
え
を
取
り
入
れ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
た
打
合
せ
と

も
な
れ
ば
、
欧
米
系
か
ら
ア
ジ
ア
系
ま

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
よ
り
地
球
人

の
集
ま
り
そ
の
も
の
。
私
の
耳
に
入
っ

て
く
る
音
は
、
外
国
語
で
は
な
く
全
て

が
雑
音
。
そ
れ
で
も
通
訳
が
い
な
く
て

も
何
と
か
打
合
せ
が
済
ん
で
い
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
は
集
ま
る
目
的
が
は
っ
き
り
し

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
私
に
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
片
言
の
日
本
語
や
分
か

り
や
す
い
英
単
語
を
駆
使
し
な
が
ら
、

お
互
い
が
理
解
し
合
え
る
よ
う
な
努

力
・
工
夫
を
自
然
に
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

集
ま
る
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、「
ハ

ロ
ー
」
と
か
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
と
い
う

挨
拶
が
、
自
然
と
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、

「
挨
拶
」
と
「
相
手
の
意
見
を
否
定
し

な
い
事
」
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
経
験
か
ら
、
事
務
所
（
職
場
）

に
入
る
朝
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
元

気
良
く
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

お
互
い
が
挨
拶
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
職
場
も

明
る
く
活
気
づ
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
ま
り
業
務
の
効
率
が
上
が
る
も
の

と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

我
々
の
組
織
は
、
起
業
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
方
々
や
ご
商
売
さ
れ
て
い
る

方
々
を
は
じ
め
、
会
員
あ
っ
て
の
商
工

会
、
商
工
会
あ
っ
て
の
商
工
会
連
合
会

な
の
で
す
。 

 

人
口
減
少
の
問
題
は
地
域
経
済
を
支

え
る
中
小
企
業
の
活
力
・
活
動
に
大
き

く
影
響
を
与
え
、
会
員
数
も
激
減
し
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。 

こ
の
困
難
な
状
況
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
乗
り
越

え
、
更
に
必
要
と
さ
れ
る
商
工
会
、
商

工
会
連
合
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。 

 

当
面
の
目
標
は
、
商
工
会
加
入
率
八

割
で
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

            

 

横
浜
町
は
下
北
半
島
の
玄
関
口
と
し

て
上
北
郡
の
最
北
に
位
置
し
ま
す
。 

江
戸
時
代
よ
り
「
天
然
ひ
の
木
」
、「
ナ

マ
コ
」
を
中
心
と
し
た
海
産
物
の
上
方

貿
易
に
よ
り
繁
栄
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
年
前
半
に
換
金
作
物
の
代

表
と
し
て
作
付
け
さ
れ
た
「
菜
の
花
（
ナ

タ
ネ
）
」
は
ピ
ー
ク
時
に
は
七
百
五
十 

㏊
と
東
京
ド
ー
ム
の
百
六
十
倍
も
の
作

付
面
積
を
誇
り
、「
菜
の
花
の
ま
ち
」
と

し
て
全
国
よ
り
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

今
年
の
「
菜
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

よ
よ
こ
は
ま
」
は
五
月
十
八
日
・
十
九

日
（
二
日
間
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
百
六
十
度
見
渡
す
限
り
の
菜
の
花
畑

を
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
、
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
「
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
」「
菜
の
花

大
迷
路
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
商
工

会
で
は
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
ビ
ン
ゴ
大

会
を
開
催
し
た
り
、
特
産
品
等
販
売
を

実
施
し
ま
し
た
。 

二
日
間
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
来
場
者

数
は
町
人
口
の
三
倍
に
あ
た
る
一
万
五

千
人
を
数
え
、
大
盛
況
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
  in 

就
任
の
ご
挨
拶 

 

商
工
会
だ
よ
り 

 

 
  in 
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名
物
料
理
の
復
活
と
開
発
、 

地
元
「
河
川
」
の
清
流
化
へ

の
強
い
思
い 

三
戸
町
の
食
文
化
を
発
信 

              
                 

                

当
店
は
他
団
体
と
組
み
、
東
京
で
計 

  

か
ね
て
よ
り
東
京
都
内
に
住
み
、
生

活
し
て
い
る
方
々
に
三
戸
町
の
食
文
化

人
間
力
を
直
接
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

他
団
体
と
共
同
で
郷
土
料
理
の
会
を
東

京
都
内
で
こ
れ
ま
で
四
回
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
三
戸
町
を
は
じ
め
青
森
県
内

出
身
者
で
東
京
都
に
在
住
の
方
や
そ
の

家
族
、
知
り
合
い
な
ど
が
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
懐
か
し
い
」
「
あ

っ
た
か
い
」「
素
朴
だ
け
ど
美
味
い
」
な

ど
な
ど
沢
山
の
言
葉
と
「
是
非
三
戸
町

に
行
き
た
い
」
と
い
う
言
葉
も
沢
山
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
三
戸
町

出
身
の
都
内
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々

か
ら
「
是
非
、
故
郷
の
三
戸
町
を
何
か

の
形
で
応
援
し
た
い
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
町
外
に

移
住
し
た
三
戸
町
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
三
戸
町
の
事
業
者
の
商
売
や
生

活
が
潤
う
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
川
蟹
（
も
く
ず
が
に
）
す
い
と
ん
」

は
三
戸
町
の
歴
史
的
食
文
化
と
も
言
え

ま
す
。
当
店
の
名
物
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

復
活
さ
せ
、
皆
様
方
か
ら
好
評
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
川
蟹
カ
レ
ー
、

川
蟹
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
、
川
蟹
煎
餅
、

川
蟹
ふ
り
か
け
等
と
、
商
品
化
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
現
在
、
そ

の
原
材
料
の
９
割
が
三
戸
町
を
流
れ
る

「
ま
べ
ち
川
」
や
「
熊
原
川
」
以
外
で

取
れ
た
も
の
な
の
で
す
。 

           

私
達
は
、
地
元
の
「
ま
べ
ち
川
」
や

「
熊
原
川
」
を
昔
の
よ
う
な
清
流
に
し

て
川
蟹
が
沢
山
取
れ
る
こ
と
で
、
漁
師

の
方
々
は
勿
論
、
地
域
住
民
も
活
気
付

く
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
も
商
品

開
発
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
大
切
に

す
る
活
動
に
も
積
極
的
に
励
も
う
と
思

い
ま
す
。 

  

わ
が
ま
ち
の
元
気
な
企
業
再
発
見 

【企業概要】 

所属商工会：三戸町商工会 

会社名：㈲割烹白山 

：本庄孝浩 

電話番号：0179-22-2177 

ホームページ: 

http://www.kappoushirayama.com 

ブログ: 

http://plaza.rakuten.co.jp/sakuradamonji/  

御取り寄せ: 

http://kappoushirayama.ocnk.net/ 

 三
戸
町
は
、
城
下
町
で
あ
り
、
長
い
商
店
街
の
並
ぶ
風
情
の
あ
る
町
で
す
。
岩

手
県
二
戸
市
と
の
県
境
で
も
あ
り
、
青
森
県
の
玄
関
口
と
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
寒
暖
差
の
激
し
い
気
候
と
良
い
土
壌
に
恵
ま
れ
、
ま
た
何
よ
り
温

か
い
住
民
の
手
に
よ
り
美
味
し
い
農
産
物
が
採
れ
る
の
で
す
。 

 
「三戸町郷土料理の会 in 東京」  

「川蟹（もくずがに）すいとん」

 

 

 
「川蟹（もくずがに）」  
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様
々
な
経
営
課
題
を
解
決
し
よ
う
と

地
区
の
商
工
会
に
お
申
込
み
い
た
だ
い

た
事
業
所
に
対
し
て
、
ま
ず
商
工
会
経

営
指
導
員
等
が
訪
問
し
事
前
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
相
談
内
容
に

沿
っ
た
適
切
な
専
門
家
を
決
定
・
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
事
業
終
了
後
に
再
訪

問
し
て
事
後
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
事

業
の
検
証
並
び
に
今
後
の
支
援
を
行
い

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

     

小
規
模
事
業
者
等
が
経
営
面
の
特
に

技
術
・
技
能
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
問
題

の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
専
門
的
知
識

を
有
す
る
専
門
家
を
事
業
者
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
直
接
派
遣
し
、
具
体
的
・

実
践
的
な
事
項
に
つ
い
て
指
導
・
助
言

を
行
う
事
業
で
す
。 

 

    

商
工
会
連
合
会
が
委
嘱
し
た
嘱
託
専

門
指
導
員
の
弁
護
士
・
税
理
士
・
中
小

企
業
診
断
士
が
、
①
財
務
・
税
務
・
経

営
等
の
専
門
野 

②
商
取
引
・
契
約
・

関
係
法
令
の
照
会
等
の
専
門
分
野 

③

経
営
管
理
等
の
専
門
分
野
の
業
種
別
・

専
門
分
野
別
個
別
相
談
を
行
う
事
業
で

す
。 

   

倒
産
の
恐
れ
の
あ
る
中
小
企
業
か
ら

事
前
に
相
談
を
受
け
て
、
経
営
的
に
見

込
み
の
あ
る
企
業
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
と
の
協
力
を
得
て
再
建
の
方
途
を
講

じ
、
ま
た
倒
産
防
止
が
困
難
と
み
ら
れ

る
企
業
に
つ
い
て
は
円
滑
な
整
理
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
倒
産
に
伴
う
、

地
域
の
社
会
混
乱
を
未
然
に
防
止
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
連
合
会
が
委

嘱
し
た
商
工
調
停
士
を
中
心
に
弁
護

士
・
税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士
の
各

分
野
の
専
門
家
で
特
別
相
談
室
を
構
成

し
、
万
全
の
体
制
で
個
別
相
談
を
行
う

事
業
で
す
。 

   

・
経
営
一
般
及
び
経
営
管
理
の
指
導

を
受
け
た
い
。 

・
新
製
品
の
開
発
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
た
い
。 

・
店
舗
内
装
を
見
直
し
た
い
。 

・
後
継
者
及
び
従
業
員
の
教
育
を
し

た
い
。 

・
就
業
規
則
・
服
務
規
程
・
退
職
金

規
程
等
の
実
務
指
導
を
受
け
た
い
。 

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
務
指
導
を
受

け
た
い
。
他 

①
経
営
技
術
・
強
化
支
援
事
業 

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
） 

 

②
専
門
分
野
業
種
別 

 
 

 

講
習
会
開
催
事
業 

 

③
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業 

相
談
内
容
の
一
例 
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平
成
二
十
五
年
度 

広
域
振
興
等
活
性
化
事
業
の
お
知
ら
せ
！ 

   

本
年
度
は
、
店
力
・
街
力
向
上
支
援

事
業
が
新
た
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
昨
年
度
展
開
さ
れ
て
い
た
四

事
業
が
、
今
年
も
引
き
続
き
展
開
さ
れ

ま
す
。
地
域
経
済
活
性
化
の
一
助
と
な

る
よ
う
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

    

店
力
・
街
力
向
上
支
援
事
業 

 

既
存
商
店
街
に
限
ら
ず
広
域
的
に
点

在
し
存
続
し
て
い
る
商
業
者
等
を
対
象

に
、
経
営
革
新
手
法
に
よ
る
各
店
の
経

営
力
強
化
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
各
店

の
相
互
補
完
関
係
の
構
築
に
努
め
ま
す
。 

 

 

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
店
の
利
便
性

の
向
上
や
「
ら
し
さ
」
創
造
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構
築
等
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

足
腰
の
強
い
個
店
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
、
少
子
高
齢
化
等
の
地
域

が
抱
え
る
社
会
課
題
に
対
応
可
能
な
新

た
な
手
法
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
再
生
を
初
め
、
創
業
や
第
二
創 

業
等
の
新
た
な
業
種
創
出
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

  

・
事
業
期
間 

 
 

一
年
（
年
度
内
） 

・
事
業
内
容 

 
 

①
セ
ミ
ナ
ー
八
回 

 
 

 

（
経
営
革
新
計
画
二
回
） 

 
 

②
個
店
経
営
指
導 

 
 

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施 

 
 

④
次
年
度
へ
つ
な
げ
る
事
業
計
画 

 

 
 

 

検
討 

・
事
業
対
象 

 
 

津
軽
地
区
…
一
商
工
会 

 
 

下
北
・
南
部
地
区
…
一
商
工
会 

 
 

の
商
店
街
等 

    

一 

広
域
振
興
等
地
域
活
性
化
事
業 

 

・
下
北
地
域
広
域
連
携 

 
 

 
 

経
営
支
援
体
制
強
化
事
業 

 
 

経
営
指
導
員
チ
ー
ム
に
よ
る
共
同
巡

回
と
、
各
々
の
経
営
指
導
員
の
得
意
分

野
で
の
ス
キ
ル
を
交
互
に
発
揮
し
、
よ

り
良
い
経
営
支
援
内
容
の
提
案
等
を
行

う
た
め
経
営
支
援
計
画
検
討
会
議
を
開

催
し
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
共
同
巡
回
に
於
い
て
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
さ
れ
た
経
営
革
新
等
の
シ
ー
ズ  

の
う
ち
、
広
域
的
支
援
に
よ
っ
て
実
現

可
能
な
も
の
を
事
業
化
さ
せ
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 

地
域
特
産
品
の
工
夫
・
活
用
提
案
や

販
売
促
進
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

・
北
五
北
部
広
域
連
携
推
進
事
業 
 

地
域
資
源
等
の
共
同
活
用
や
、
地
域

間
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
を
中
心
と
し
た
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。
同
時
に
連
携

に
よ
る
広
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
企
業
支
援
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

二 

次
世
代
事
業
者
育
成
事
業 

 

事
業
後
継
者
の
育
成
と
承
継
の
必
要

性
の
周
知
、
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

の
習
得
を
図
る
た
め
事
業
継
承
塾
、
創

業
塾
を
開
催
し
ま
す
。 

・
事
業
後
継
者
塾 

 

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
候
補
に
必
要
な
ビ

ジ
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

 
 

四
時
間×

五
ヵ
所 

募
集
人
員
二
十
名 

・
創
業
塾 

 

生
活
・
消
費
の
プ
ロ
と
も
い
え
る
女

性
の
起
業
意
欲
を
引
き
出
す
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。 

 
 

四
時
間×

四
ヵ
所 

募
集
人
員
二
十
名 

 

三 

経
営
指
導
事
例
研
究
発
表
大
会 

 

経
営
改
善
普
及
事
業
全
般
に
つ
い
て
、

県
内
七
地
区
の
代
表
に
よ
る
指
導
事
例

発
表
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
を
通
じ

て
、
今
後
の
経
営
改
善
普
及
事
業
へ
の

効
果
的
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 

四 

特
産
品
販
路
開
拓 

 
 

 
 

 

広
域
サ
ポ
ー
ト
事
業 

 

地
域
特
産
品
を
開
発
し
た
県
内
商
工

会
地
域
、
中
小
企
業
者
等
を
対
象
に
支

援
希
望
商
品
を
募
集
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ

ー
開
催
に
よ
る
販
路
開
拓
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
の
習
得
や
営
業
の
強
化
、
並
び

に
商
品
の
更
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
行
い
、
県
内
外
の
ス
ー
パ
ー
や
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
へ
継
続
的
に
取
引
が

出
来
る
よ
う
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
消

費
者
並
び
に
流
通
業
者
へ
販
売
機
会
を

提
供
し
販
路
開
拓
を
目
指
し
ま
す
。 

今
年
度
は
首
都
圏
展
開
ス
ー
パ
ー
及

び
業
務
店
の
バ
イ
ヤ
ー
、
商
談
会
、
飲

食
店
等
業
務
店
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
メ

ニ
ュ
ー
化
実
証
・
実
験
事
業
、
各
種
物

産
展
等
販
売
機
会
の
斡
旋
を
重
点
に
お

い
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。 

継 

続 

事 

業 

継 
続 
事 

業 

新 

規 

事 

業 
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【項目説明】 

①  氏名（ふりがな） 

②  生年月日 

③  配属先 

④  趣味 

⑤  特技 

⑥  私の信条 

⑦  商工会勤務に対する抱負 

※ 紹介は順不同です 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  倉内 司（くらうち つかさ） 

②  昭和 59 年 9 月 6 日 

③  五戸町商工会 

④  スポーツ観戦・カラオケ 

⑤  資格取得 

⑥  諦 め な け れ ば 好 機 は つ か め

る 

⑦  業 務 に 必 要 な 知 識 習 得 に 励

み、地域社会に貢献できる人

材 に な れ る よ う 努 力 し て い

きたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  大川 貢（おおかわ みつぐ） 

②  昭和 59 年 12 月 28 日 

③  今別町商工会 

④  旅行・野球観戦（楽天） 

⑤  長時間の運転 

⑥  傾くなら傾き通せ 

⑦  他 の 方 よ り 年 齢 が 離 れ て い

るので、前職の経験を生かし

て 20 歳前後の若いパワーに

負 け な い よ う に 努 力 し て い

きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  長内 亜耶 

（おさない あや） 

②  平成元年 10 月 12 日 

③  階上町商工会 

④  ドライブ・読書 

⑤  書道 

⑥  案ずるより産むが易し 

⑦  日 々 学 ぶ 姿 勢 と 笑 顔 を 忘 れ

ず、何事も楽しみながら取り

組んでいきたいと思います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  岡田 悠貴（おかだ ゆうき） 

②  平成 2 年 9 月 18 日 

③  天間林村商工会 

④  野球 

⑤  バスケットボール・バドミン

トン 

⑥  早寝早起き 

⑦  地域への理解を深め、地域住

民 と 共 に 明 る い ま ち づ く り

を実現できるよう、全力を尽

くします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  北川 亜矢子 

（きたかわ あやこ） 

②  平成 6 年 11 月 8 日 

③  大間町商工会 

④  音楽鑑賞 

⑤  所持資格（情報処理等） 

⑥  日進月歩 

⑦  仕 事 を 一 つ ず つ し っ か り 覚

えていき、何事にも向上心を

持 ち な が ら 取 り 組 ん で い き

たいと思います。 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付
で
青

森
県
商
工
会
連
合
会
に
新
採
用
さ
れ

た
職
員
十
名
の
期
待
の
新
星
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
て
商
工
業

振
興
の
未
来
を
担
う
た
め
、
そ
の
第

一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。 
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①  今 美郷（こん みさと） 

②  平成 7 年 1 月 4 日 

③  つがる市商工会 

④  カラオケ・料理・人間観察 

⑤  一輪車 

⑥  聞くは一時の恥、聞かぬは一

生の恥 

⑦  早 く 仕 事 を 覚 え て 一 人 前 の

社会人とて認められるよう、

常に笑顔で頑張ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  工藤 海（くどう かい） 

②  平成元年 2 月 15 日 

③  青森県商工会連合会 

④  料理・お酒 

⑤  ラグビー 

⑥  お も し ろ き こ と も な き 世 を

おもしろく 

⑦  前職の経験を生かして、県内

企業への支援を通じ、地域経

済 の 発 展 に 寄 与 で き る よ う

努力していきます。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  横浜 祥太 

（よこはま しょうた） 

②  平成 7 年 2 月 4 日 

③  中泊町商工会 

④  読書・天体観測 

⑤  口笛・ドラム 

⑥  サ ブ カ ル チ ャ ー は 日 本 を 変

える 

⑦  日 々 の 業 務 を 一 つ ず つ こ な

し、毎日を楽しく実りあるも

のにしていきたいです。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  今 佑馬（こん ゆうま） 

②  昭和 62 年 10 月 22 日 

③  青森県商工会連合会 

④  野球観戦（楽天）・スノーボ

ード・読書（三国志作品） 

⑤  バレーボール 

⑥  一期一会 

⑦  学生時代に学び・経験した事

を活かして業務に取り組み、

地 域 及 び 自 身 の 成 長 に 繋 げ

ていきたいです。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  真土 佑樹（まつち ゆうき） 

②  平成元年 10 月 5 日 

③  岩木山商工会 

④  ラーメン屋巡り・カラオケ 

⑤  体力には自信があります 

⑥  和を以て貴しとする 

⑦  今 ま で 未 経 験 な 事 の 連 続 で

すが、業務に関する知識を深

め、地域に馴染むべく努力し

ていきます。 

 

 

【
編
集
後
記
】 

夏
も
近
づ
き
、
役
所
で
も
企
業
で
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
軽
装
姿
と
な
り

ま
し
た
。
環
境
対
策
か
ら
始
ま
っ
た
夏
期
の
「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
も
日
本
の
文
化
と
し
て
す

っ
か
り
定
着
し
た
よ
う
で
す
ね
。 

我
々
編
集
委
員
は
こ
れ
か
ら
も
県
内
商
工
会
地
域
が 

発
信
す
る
話
題
や
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、 

皆
様
方
に
は
ご
協
力
の
ほ
ど 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
Ｆ
） 
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